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河 合 雅 雄
いよいよ部員を明け出す段になって水理にかか
りはじめた時,何度か把然となって本棚の抑 こ立
ちつくした｡城を明け泣すといった悲壮感や感協
からではない｡膨大なファイルの列と,簡単には
かたづきそうもない昏頬の集積が,手と心をこま
ねかせたのである｡夢の島に送り茶毘に付せば.
という声も聞こえたが,そうするにはあまりに多
くの過去の夢を閉じこめた残骸であった｡それら
は詔長類研究所の歴史に参加した,個人の歴史を
封じこめた退物に他ならないからであろ｡
しかし,研究所創設初期と海外調査関係以外の
申類は,全て棄て去った｡創設されてすでに20年,
詔長研はエスタブT)ッシュされ,十分に機能して
いろ今,残す必要性も何らの未練もない｡ただ一
つ気がかりとして残ったのは,ア1)塚のごとく営
々と否類を項ませた会議という所業についてであ
る｡そのために,この20年間私はどれほどの時間
を㌍した.ことだろうか｡
私はその行為を悔いているのではない｡民主的
な営為の中で研究体制を整え,活力を高めていく
ためには,致し方がなかったことだと思う｡だが,
所の運営が軌道に乗った今後は,会議にさくエネ
ルギーを可能な限り研究に注ぎこむべきではない
かと思うのであろ｡
霊長研の特色として,協議員会を中心とした所
の運営,ホミニゼーションを高くかかげた研究目
的,活発な海外調査,乏しい予罪を最大限に活用
した共同研究推進の努力を私はあげたいと思う｡
教授会が無く,教官全員によって構成される協議
員会が最高決議機関であり,人事は常に公募とい
う運営体制は,全国でもユニークなものであろう｡
私はこの方式は誇ってもよいと考えているが,一
万,この方式によって生ずろ弊害を,極力押さえ
ろ努力がなされるべきではなかろうか｡この方式
が持つ弱点は,各種委員会の増加と多爪に発生す
ろ雑務である｡これに要する時間を軽減し,研死
アクティビティー を市める工夫が,そろそろ研極
的になされてもよいのではないか｡例えば,助手
の半数は一年間委員を休むとか,同｢人が二つ以
上の委員を兼ねないといった万餌である｡そのた
めに雑務処理能力は低下するだろうが,致し方が
ないと割り切ることが大切だと想う｡
詔長研のDTL設当時から,この研究所の特色を出
す七めには,活発な取外訊杢こそ瓜も正宏であると
考えていた｡艶色後詔長軌学は,世界に先駆けて日
本で起こったことは周知のことである｡それは今
西節司先生の主可による生物社会学に基礎を田い
た,EZ長柄の生態進化と社会進化を中心に,独自
の発展を遂げてきたホミニゼ-シランへの道であ
る｡この伝統的基盤の上にたって,野外研死を押
し進めることこそ,日本の霊長類学を特色づける
ことができると信じたからである｡
この見解は,初期にはしばしば実験系の人たち
からの誤解を招いた｡しかし,野外研究の推進と
いう旗印は,実験系の研究を圧迫したり,まして
や否定することにはつながらない｡それは生物は
生命を持ち生活をしている存在だという認識の下
で,いかなろ研究も実践きれるべきだという原則
の提唱である｡そして,霊長類の自然生活の中か
ら,新鮮なデータやアイディアを求めてはしいと
いう期待の表明に他ならない｡
在職中,私は梅外調玉の実行に全力を注いだ｡
所長馳 こあった4年間にも,必ず規定一杯の期間
海外に出させて頂いた｡このために皆さんには多
大の御迷惑をおかけしたが,深い御理解を頂けた
ことを今更のように感謝している｡幸い,実験系
の人たちも,自ら研極的に野外調査も行われ,す
ぼらしい研究成果があげられている｡このことは
十分世界に誇るに足る菜損だと思う｡
ただ残念なことには,野外調査に対する行政当
局の理解が十分ではなく,また財団による支援体
制は欧米諸国に比べて著しく劣勢である｡とくに
長期継続研究の劣勢なことは,Primateseyesを
見ても一目瞭然である｡こうした現状をifi祝し,
野外研究の遂進に絶えざる努力を払い,正長研の
独自性を一層高めて頂くことを切にお暇いしたい｡
そして,フィー ルド系と宍駿系の両研究の密着し
た共同研究による,独創的な研究成果が実ろこと
を強く期待している｡
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